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NEWS RELEASE 

                          2023年 6月 20日配信 

「H.C.R.2023 第 50回国際福祉機器展＆フォーラム」 

ビジュアルデザインを決定 

➢ 現在の日本画壇の第一線で活躍する画家 田渕 俊夫氏の作品 「道」を用いてデザインしました！ 

➢ H.C.R. 2023の告知ポスターのほか、リーフレットやWeb サイト等に用い、H.C.R.50周年を彩

ります。 
 

○ 一般財団法人保健福祉広報協会(以下、本会)は、社会福祉法人全国社会福祉協議会と共催する

「H.C.R.2023 第 50回国際福祉機器展＆フォーラム」およびWeb展「H.C.R.Web2023」のビジュ

アルデザインを決定し、公開しました。 

○ 田渕俊夫氏の作品「道」を用いてデザイン。荘厳に輝く黄金色の「道」に、H.C.R.のこれまでの道のりとと

もに、これから歩む未来への道筋を重ねました。 

○ 本ビジュアルデザインは、H.C.R.2023 の告知ポスターやリーフレット、Web 展のデザインなどに用い、

展示会を彩るとともに開催を大きくアピールします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

  

作品名 

 作者 

 

 

道 

 田渕 俊夫氏 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―———  H.C.R.2023 第 50回国際福祉機器展＆フォーラム 開催概要———————    

主催： （福）全国社会福祉協議会 （一財）保健福祉広報協会 

後援(予定)：厚生労働省、経済産業省、総務省、国土交通省、東京都、海外参加国大使館 

会期：2023年 9月 27日（水）・28日（木）・29日（金） 

会場：東京ビッグサイト 東展示ホール 

<Web展>H.C.R.Weｂ2023 

会期：2023年 8月 28日（月）～10月 30日（月） 

会場：H.C.R.Web2023 特設サイト 

  
作者・田渕俊夫氏コメント 

 道 

 インドの大自然の中をどこまでも広がる大地。その中を牛や羊は食を求めて自由に歩き回ります

が、人間は目的の場所に向かって最も合理的な近道を選びます。しかし、その道は直線ではなく、

微妙な曲がり方をしているのは、けもの道のように動物としての本能が残っているからなのかもし

れません。 

 この絵は 1986 年に取材したもので、インドの日常的な農村風景を描いたものです。もう 37 年

も前に描いたもので、世界有数の経済大国となった現在ではこの道も整備されていることと思われ

ます。 

 今回この絵が「H.C.R.2023 第 50 回国際福祉機器展＆フォーラム」のポスターに採用されるこ

ととなり改めて見直してみると、インドへ取材に行った若い当時のことが昨日のことのように思い

出されました。 

 そして、当時私が歩き回ったこのでこぼこ道を通るとき、身体の不自由な人はどんな思いをされ

ていたのだろうかと思いを馳せるようになりました。 

 
  

プロフィール 

田渕 俊夫 氏  

（日本美術院同人・代表理事（理事長）／東京藝術大学名誉教授／日本芸術院会員） 

【プロフィール】 

 1941年、東京都江戸川区生まれ。1970年に日本美術院 院友に推挙され、平山郁夫に師事する。日

本絵画の伝統的な技法・表現を自身の作品へ昇華し、繊細で艶やかな筆使いで光や刻を描き出す美しい

作品が特徴。 

 現在の日本画壇を代表する作家のひとり。 

 

【略歴】 

1967 年  東京藝術大学大学院日本画専攻修了   

1982 年  第 67回日本美術院展覧回 大観賞受賞 ≪流転≫ 

1990 年  美術館での初個展「田渕俊夫展」を開催（メナード美術館） 

1994 年  第 79回日本美術院展 総理大臣賞受賞：≪大地 I≫≪大地 II≫ 

2004 年 －美しき大地－田渕俊夫日本画展／～新しき挑戦～墨と彩 田渕俊夫展 開催 

2008 年  画業 40年  東京藝術大学退任記念  田渕俊夫展 開催 

2009 年  智積院講堂襖絵完成記念  田渕俊夫展 開催 

2019 年  文化功労者  顕彰 

2022 年  旭日中綬章 受章 

2023 年  日本芸術院会員 任命 


